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神
宮
の
子
良
の
童
女
に
お
け
る
装
束
の
変
遷

―
遷
宮
の
記
録
を
中
心
に
―

杉
山
武
史

一
・
は
じ
め
に

　

伊
勢
神
宮
の
式
年
遷
宮
は
、
室
町
期
に
百
年
以
上
に
渡
る
中
断
が
あ
っ

た
が
、
持
統
天
皇
四
年
（
六
九
〇
）
の
第
一
回
よ
り
千
三
百
年
以
上
の
歴

史
が
あ
り
、
そ
の
伝
統
は
今
も
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　

式
年
遷
宮
に
お
け
る
諸
祭
儀
に
お
い
て
特
徴
的
で
あ
る
の
が
、「
物
忌
」

と
呼
ば
れ
る
童
女
・
童
男
に
よ
る
神
事
の
奉
仕
で
あ
る
。
小
学
生
ぐ
ら
い

の
子
ど
も
が
神
宮
の
祭
祀
に
携
わ
る
姿
は
、
と
て
も
可
愛
ら
し
く
清
ら
か

な
印
象
が
あ
る
。

　

子
ど
も
の
装
束
は
、「
衵
・
袴
」（
童
女
）、「
半
尻
・
袴
」（
童
男
）
で

あ
る
。
こ
の
装
束
に
よ
り
古
く
か
ら
神
事
に
奉
仕
し
て
き
た
と
思
わ
れ
る

か
も
知
れ
な
い
。

　

筆
者
は
、
近
年
行
わ
れ
た
式
年
遷
宮
に
お
け
る
物
忌
の
子
ど
も
の
装
束

で
あ
る
「
衵
」・「
半
尻
」、
勅
使
と
神
職
の
装
束
で
あ
る
「
束
帯
」・「
衣

冠
」
が
共
に
平
安
期
よ
り
着
装
さ
れ
て
い
た
衣
服
で
あ
る
事
か
ら
、
神
宮

に
て
用
い
ら
れ
始
め
た
年
代
も
一
緒
で
あ
ろ
う
と
も
思
わ
れ
る
。

　

筆
者
が
見
る
限
り
、
神
宮
祠
官
全
体
の
装
束
に
関
す
る
研
究
は
、
鈴
木

正
子
氏
の
研
究（
１
）の
み
で
あ
る
。

　

同
氏
に
よ
れ
ば
、
平
安
中
期
以
降
に
、『
延
暦
儀
式
帳
』（
２
）（

延
暦
二
十
三
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年
・
八
〇
四
）
に
記
さ
れ
て
い
る
「
明
衣
（
キ
ヨ
ギ
ヌ
）」
よ
り
、
大
物

忌
の
神
事
服
は
童
女
の
常
着
で
あ
る
「
衵
」
へ
と
変
遷
し
た
の
で
あ
ろ
う

と
、
川
原
松
聲
編
『
神
都
年
表
』
文
治
五
年
（
一
一
八
九
）
条
に
「
衵
・

唐
衣
」
が
記
さ
れ
て
い
る
事
を
根
拠
に
述
べ
て
い
る
。

　

更
に
、
同
氏
は
荒
木
田
忠
仲
著
『
皇
太
神
宮
年
中
行
事
』（
建
久
三
年
・

一
一
九
二
）
と
、
一
条
兼
香
の
下
命
に
よ
り
両
宮
に
て
著
さ
れ
た
史
料
の

総
称
で
あ
る
『
元
文
年
中
行
事
』（
元
文
四
年
・
一
七
三
九
）
と
を
比
較

し
、
物
忌
の
童
女
の
装
束
に
つ
い
て
前
者
に
は
全
く
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、

後
者
と
対
比
が
困
難
で
あ
り
、
時
代
的
推
移
に
つ
い
て
も
不
明
で
あ
る

と
、
鎌
倉
期
か
ら
江
戸
前
期
に
お
け
る
見
解
を
述
べ
て
い
る
。

　

し
か
し
、『
皇
太
神
宮
年
中
行
事
』
か
ら
『
元
文
年
中
行
事
』
の
間
に

お
い
て
、
装
束
の
詳
細
が
不
明
と
さ
れ
て
い
る
年
代
に
も
、
物
忌
の
童
女

に
お
け
る
装
束
に
関
す
る
記
述
を
見
る
事
が
で
き
る
史
料
が
あ
る
事
を
指

摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

改
め
て
、
検
証
を
行
う
と
物
忌
の
童
女
の
装
束
が
「
衵
・
袴
」
に
至
る

ま
で
、「
衵
」
は
他
の
衣
服
と
の
組
み
合
わ
せ
を
経
て
い
た
事
が
分
か
る
。

　

本
稿
で
は
焦
点
が
十
分
に
当
て
ら
れ
て
い
な
い
、
中
世
の
神
宮
に
お
け

る
物
忌
の
童
女
（
以
降
、
物
忌
の
童
女
を
『
子
良
』
と
記
す
）
が
着
装
し

て
い
た
で
あ
ろ
う
装
束
の
内
容
に
つ
い
て
、『
神
宮
遷
宮
記
』
の
中
世
に

お
け
る
記
録
を
中
心
に
考
察
し
、
い
さ
さ
か
な
が
ら
明
ら
か
に
し
た
い
。

二
・
延
暦
期
の
明
衣
・
押
比

　
『
延
暦
儀
式
帳
』
に
記
さ
れ
て
い
る
子
良
の
装
束
の
詳
細
は
、
神
宮
に

関
す
る
事
項
が
記
さ
れ
た
史
料
に
お
い
て
、
最
古
の
構
成
の
記
録
で
あ

る
。
後
代
に
お
け
る
子
良
の
装
束
と
比
較
す
る
為
の
基
本
と
す
る
べ
く
、

装
束
の
構
成
に
つ
い
て
確
認
を
行
い
た
い
。

　
『
延
暦
儀
式
帳
』
に
は
、
内
宮
と
外
宮
の
子
良
に
関
す
る
装
束
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

一
、『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』「
新
宮
遷
奉
御
装
束
用
物
事
」
条

給
二

禰
宜
内
人
等
一

明
衣
六
十
五
具

生
絁
男
衣
三
領
、
袴
三
腰
。
一
具
給
二
禰
宜
一、
一
具
給
二
宇
治
大

内
人
一、
一
具
給
二
宮
守
物
忌
子
一。

生
絁
女
衣
二
領
、
裙
二
腰
。
一
具
給
二
大
物
忌
子
一、

一
具
給
二
地
祭
物
忌
子
一。

二
、『
止
由
気
宮
儀
式
帳
』「
新
造
宮
御
装
束
用
物
事
」
条

禰
宜
一
人
、
大
物
忌
一
人
給
二

生
絁
明
衣
二
具
。一
男
衣
一
領
、
袴
一
腰
。

女
衣
一
両
、
裳
一
腰
。

※
そ
れ
ぞ
れ
、『
神
道
大
系　

神
宮
編
一
』（
神
道
大
系
編
纂
会
編
・

昭
和
五
十
四
年
）
に
よ
る
。



神宮の子良の童女における装束の変遷— 83 —
　

こ
れ
ら
の
史
料
に
よ
り
、
明
衣
（
キ
ヨ
ギ
ヌ
）
と
呼
ば
れ
る
装
束
が
存

在
し
て
お
り
、
そ
の
構
成
は
「
女
衣
」
と
「
裙
」（
内
宮
）、
ま
た
は
「
裳
」

（
外
宮
）
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
事
が
分
か
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　

し
か
し
、『
止
由
気
宮
儀
式
帳
』
の
同
項
に
は
、
境
内
別
宮
で
あ
る
高

宮
（
多
賀
宮
）
の
遷
宮
に
お
け
る
奉
仕
者
の
装
束
と
し
て
、

高
宮
坐
神
遷
奉
時
、
物
忌
一
人
、
父
一
人
、
給
二

白
布
明
衣
二
領
。一

男
衣
一
領
、
袴
一
腰
。

女
衣
一
両
、
裳
一
腰
。

（『
神
道
大
系　

神
宮
編
一
』）

と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
白
布
明
衣
」
の
記
述
よ
り
、
外
宮
別
宮
の
明
衣
は
白
で
あ
り
、
外
宮

の
明
衣
も
白
を
基
調
と
し
た
色
彩
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

な
お
、『
延
喜
大
神
宮
式
』（
延
喜
五
年
・
九
〇
五
）「
遷
宮
禰
宜
内
人

等
装
束
」
条
に
、「
明
衣
五
具
、
男
三
具
、

女
二
具
、」（

３
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。『
皇
太
神

宮
儀
式
帳
』「
新
宮
遷
奉
御
装
束
用
物
事
」
条
に
は
、
禰
宜
・
宇
治
大
内

人
・
宮
守
物
忌
子
の
分
と
し
て
男
子
三
名
、
大
物
忌
子
・
地
祭
物
忌
子
の

分
と
し
て
女
子
二
名
、
合
計
五
名
と
あ
り
人
数
が
一
致
す
る
事
、
装
束
の

名
称
が
「
明
衣
」
で
あ
る
事
よ
り
、『
延
喜
大
神
宮
式
』
に
記
さ
れ
た
装

束
は
延
暦
期
の
「
明
衣
」
と
同
一
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、『
延
喜
式
』
が
編
纂
さ
れ
た
頃
ま
で
は
、
子
良
の
装
束

は
『
延
暦
儀
式
帳
』
の
時
代
と
大
差
は
無
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

更
に
、
外
宮
で
は
明
衣
の
上
に
着
装
し
て
い
た
装
束
と
し
て
、『
止
由

気
宮
儀
式
帳
』「
大
物
忌
、
无
位
神
主
岡
成
女
」
条
に
、

着
二

明
衣
一

木
綿
手
次
前
垂
懸
弖
、
天
押
比
蒙
弖
、

（『
神
道
大
系　

神
宮
編
一
』）

と
記
さ
れ
て
お
り
、
子
良
は
、
明
衣
の
上
か
ら
押
比
（
オ
ス
ヒ
）
を
被
っ

て
い
た
と
理
解
で
き
る
。

　

で
は
、
延
暦
期
の
「
明
衣
」、「
押
比
」
は
、
ど
の
よ
う
な
装
束
で
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
ぞ
れ
検
証
を
行
い
た
い
。

（
一
）
明
衣
（
キ
ヨ
ギ
ヌ
）

　

延
暦
期
に
お
い
て
「
明
衣
（
キ
ヨ
ギ
ヌ
）」
は
、『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』

「
新
宮
遷
奉
御
装
束
用
物
事
」
条
よ
り
、
禰
宜
・
宇
治
大
内
人
・
宮
守
の

物
忌
（
童
男
）、
大
物
忌
の
子
良
、
地
祭
の
子
良
に
、『
止
由
気
宮
儀
式

帳
』「
新
造
宮
御
装
束
用
物
事
」
条
よ
り
、
禰
宜
・
大
物
忌
の
子
良
に
給

付
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
両
宮
の
禰
宜
、
内
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宮
の
宇
治
大
内
人
、
内
宮
の
宮
守
の
物
忌
は
男
子
で
あ
り
、
両
宮
の
大
物

忌
の
子
良
、
内
宮
の
地
祭
の
子
良
は
女
子
で
あ
る
。
明
衣
は
、
男
子
・
女

子
共
に
着
装
を
し
て
い
た
装
束
で
あ
る
事
が
分
か
る
。

　

延
暦
期
の
「
明
衣
」
は
、
中
川
経
雅
著
『
太
神
宮
儀
式
解
』
に
よ
れ

ば
、「
延
暦
の
比
（
マ
マ
）い

ふ
明
衣
は
、
今
世
の
缺
腋
袍
と
袴
と
を
生
絹
或
布
に

て
造
る
べ
し
。」
（
４
）

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
中
川
経
雅
の
見
解
に
は
、
男
女

間
で
明
衣
の
詳
細
に
違
い
が
あ
っ
た
旨
の
記
述
は
な
い
。

　

川
出
清
彦
氏
は
、
こ
の
中
川
経
雅
の
見
解
を
踏
ま
え
、
実
際
の
「
明

衣
」
の
形
状
は
不
明
で
あ
る
と
述
べ
つ
つ
も
、『
儀
式
』（
貞
観
年
間
・
八

五
九
～
八
七
七
）「
践
祚
大
嘗
祭
儀
」
に
記
さ
れ
て
い
る
御
巫
猿
女
の
装

束
構
成
を
例
に
出
し
、
子
良
の
明
衣
は
御
巫
猿
女
の
装
束
と
近
似
し
て
い

た
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。
（
５
）　

　

御
巫
猿
女
の
装
束
に
つ
い
て
、『
儀
式
』「
践
祚
大
嘗
祭
儀
」
に
は
次
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

各
綠
袍
一
領
、
綠
表
・
帛
裡
、

別　

三　

丈
、 

綿
二
屯
、
両
面
帯
一
條
、
長
一
丈
九
寸
［
尺

イ
］、
廣
五
寸
、 
汗

衫
一
領
、
三丈

、 

綠
裙
一
腰
、
綠
表
・
帛
裡

別　

三　

丈
、 

裙
腰
料
縹
帛
一
條
、
長
一
丈

五
尺
、 

綿
二

屯
、
下
裙
一
腰
、
裙
三
丈
、
腰

一
丈
五
尺
、 

袴
一
腰
、
三尺

、 

綿
一
屯
、
縹
帯
一
條
、
長
六

尺
、

廣
四
寸

五
分
、 

細
布
髪
髫
一
條
、
長
二

丈
、 

緋
帔
一
條
、
緋
表
・
帛
裡
、

別
一
丈
五
尺
、 

細
布
衫
一
領
、

長
三

尺
、 

線
鞋
一
兩
、

（『
神
道
大
系　

朝
儀
祭
祀
編
一
』・
神
道
大
系
編
纂
会
編
・
昭
和
五

十
五
年
）

　

こ
の
記
述
よ
り
、
御
巫
猿
女
の
装
束
に
は
「
緑
袍
」
が
含
ま
れ
て
い
る

事
が
確
認
出
来
る
。

　

子
良
の
「
明
衣
」
に
お
け
る
構
成
の
詳
細
に
つ
い
て
、『
延
暦
儀
式
帳
』

に
は
「
女
衣
」、「
裙
」（
内
宮
）、「
裳
」（
外
宮
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
女
衣
」
に
つ
い
て
、『
延
暦
儀
式
帳
』
か
ら
は
、
そ
の
詳
細
は
分
か
ら

な
い
が
、
そ
の
名
称
よ
り
性
別
に
よ
っ
て
着
装
す
る
衣
に
違
い
が
あ
る
も

の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　
『
儀
式
』「
践
祚
大
嘗
祭
儀
」
に
記
さ
れ
て
い
る
御
巫
猿
女
の
装
束
に

「
汗
衫
」
と
呼
ば
れ
る
衣
が
あ
る
。

　
「
汗
衫
」
は
、
元
来
汗
取
り
の
衣
で
あ
っ
た
が
、
松
岡
行
義
著
『
汗
衫

考
』
に
、「
西
宮
記
、
天
徳
歌
合
ぞ
は
じ
め
な
り
け
る
」
（
６
）

と
記
さ
れ
。
十

世
紀
半
ば
頃
に
殿
上
の
童
女
の
晴
装
束
と
し
て
の
上
衣
に
変
遷
し
た
事
が

分
か
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
当
該
時
期
で
は
「
汗
衫
」
は
下
衣
で
あ
る
が
、
男
女
別

で
用
い
ら
れ
た
衣
服
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
事
よ
り
、
明
衣
の
「
女
衣
」

は
「
汗
衫
」
と
類
似
が
あ
る
装
束
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

次
に
、『
延
暦
儀
式
帳
』
に
記
さ
れ
た
、「
裳
」、「
裙
」
で
あ
る
が
、
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『
有
識
故
実
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
腰
に
巻
き
付
け
て
下
半
身
を
覆
う
物

で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
（
７
）　

　

ま
た
同
資
料
は
、
童
女
の
裳
の
着
装
例
と
し
て
、『
儀
式
』「
践
祚
大
嘗

祭
儀
」
に
お
け
る
造
酒
童
女（
８
）を
挙
げ
て
い
る
。
造
酒
童
女
の
装
束
の
料
と

し
て
、「
赤
裳
一
腰
・
支
子
染
下
裳
一
腰
・
赤
薄
機
引
下
裳
一
腰
」
が
用

い
ら
れ
た
と
説
明
し
て
い
る
。
（
９
）　

　

他
に
も
、
童
女
が
裳
を
着
装
し
て
い
た
例
と
し
て
、『
延
喜
四
時
祭
式

下
』「
鎮
魂
」
条
の
座
摩
御
巫
が
挙
げ
ら
れ
る
。
座
摩
御
巫
は
、「
表
裙
・

下
裙
」
と
呼
ば
れ
る
裳
の
一
種
を
着
装
し
て
い
た
。（

（（
（

　

　

こ
れ
ら
の
例
か
ら
、『
儀
式
』、『
延
喜
式
』
の
年
代
で
あ
る
平
安
前

期
・
中
期
で
は
、
成
人
女
性
で
は
な
く
と
も
、
奉
仕
者
と
し
て
の
身
分
を

示
す
為
に
「
裳
」
を
着
装
す
る
事
が
可
能
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
当
該
時
期
の
子
良
が
着
装
し
て
い
た
明
衣
は
、

「
汗
衫
（
下
衣
と
し
て
）」、「
裳
ま
た
は
裙
」
を
中
心
に
構
成
さ
れ
、
更
に

「
袍
」
を
着
装
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、『
儀
式
』
よ
り
後
の
年
代
に
お
け
る
、
御
巫
猿
女
が
着
装
し
て

い
た
装
束
で
あ
る
が
、
詳
細
な
記
録
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

（
二
）
押
比
（
オ
ス
ヒ
）

　

次
に
、『
止
由
気
宮
儀
式
帳
』「
大
物
忌
、
无
位
神
主
岡
成
女
」
条
に
記

さ
れ
て
い
る
、
押
比
（
オ
ス
ヒ
）
に
つ
い
て
検
証
し
た
い
。

　

本
居
宣
長
著
『
古
事
記
伝　

十
一
巻
』
に
は
、『
古
事
記
』「
神
代
巻
」

の
八
千
矛
神
（
大
国
主
）
が
沼
河
比
売
に
向
か
っ
て
詠
ん
だ
歌
謡
に
出
て

く
る
「
襲
衣
（
オ
ス
ヒ
）」
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
、
更
に
変
遷
が
記

さ
れ
て
い
る
。

さ
て
其
狀
は
、
…
中
略
…
、
後
世
の
婦
人
の
被
衣
な
ど
の
如
く
、
頭

よ
り
被
て
、
衣
の
上
を
掩
ひ
、
下
は
襴
ま
で
垂
る
と
見
ゆ
、【
…
中

略
…
】
さ
て
其
は
、
上
代
に
、
男
女
共
に
、
人
に
誰
と
知
れ
じ
と
、

面
貌
を
隠
す
料
の
服
と
見
え
た
り
、【
…
中
略
…
然
る
を
奈
良
の
頃

な
ど
に
な
り
て
は
、
男
の
着
る
こ
と
は
既
く
絶
て
、
女
の
古
の
禮
服

の
如
く
な
り
て
、
神
を
祭
る
と
き
な
ど
に
の
み
、
着
け
る
な
る
べ

し
、
…
省
略
…
】

（『
本
居
宣
長
全
集　

第
九
巻
』・
大
野
晋
編
・
筑
摩
書
房
・
昭
和
四

十
三
年
・
四
七
四
頁
）

　

襲
衣
は
衣
の
上
に
着
用
し
て
い
た
衣
服
で
あ
り
、
面
貌
を
覆
い
隠
す
た

め
に
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
奈
良
期
に
は
女
性
の
礼
服
の
よ

う
に
扱
わ
れ
、
神
祭
り
に
用
い
ら
れ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
実
際
の
オ
ス
ヒ
の
形
状
に
つ
い
て
、
研
究
者
の
間
で
は
複
数



國學院雜誌  第 117 巻第 8 号（2016年） — 86 —

の
意
見
が
存
在
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
増
田
美
子
氏
は
、『
古
事
記
』
に
よ
れ
ば
、「
襲オ
ス
ヒ

」
は
男
性

も
外
出
時
に
掛
け
て
い
る
事
を
踏
ま
え
て
、
考
古
学
関
係
者
が
「
襲
」
と

解
釈
し
て
い
る
、
肩
か
ら
斜
め
に
袈
裟
状
に
布
を
掛
け
た
埴
輪
像
は
埴
輪

女
性
像
の
み
で
あ
り
、
埴
輪
男
子
像
に
は
斜
め
に
布
を
装
っ
た
姿
は
見
ら

れ
な
い
と
述
べ
、
埴
輪
女
子
像
の
肩
か
ら
掛
け
た
袈
裟
状
の
布
に
つ
い
て

は
「
襲
」
で
な
い
と
否
定
し
て
い
る
。（

（（
（

　

　

森
田
悌
氏
に
よ
れ
ば
、「
襲オ
ス
ヒ

」
は
考
古
学
界
に
お
い
て
埴
輪
女
子
像
に

見
ら
れ
る
袈
裟
状
衣
が
該
当
す
る
と
の
説
が
有
力
視
さ
れ
て
い
る
点
を
前

置
き
し
た
上
で
、
そ
の
用
途
に
つ
い
て
、
結
婚
衣
装
・
神
祭
関
連
だ
け
で

は
な
く
、『
古
事
記
』「
景
行
記
」
に
記
さ
れ
て
い
る
、
倭
建
命
と
美
夜
受

比
売
の
伝
承
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
給
仕
を
す
る
女
子
の
衣
具
で
あ
っ
た

こ
と
の
可
能
性
を
、『
止
由
気
宮
儀
式
帳
』「
大
物
忌
無
位
神
主
岡
成
女
」

条
を
例
に
挙
げ
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
供
献
に
当
た
る
者
が
面
貌
を
隠

す
事
に
疑
問
を
示
し
、
袈
裟
状
の
衣
で
あ
っ
た
と
見
解
を
示
し
て
い
る
。（

（（
（

　

　

こ
れ
ら
の
よ
う
に
、「
オ
ス
ヒ
」
の
形
状
に
つ
い
て
は
見
解
が
分
か
れ

て
い
る
状
況
で
あ
り
、
結
論
が
出
て
い
な
い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

増
田
氏
、
森
田
氏
が
検
証
材
料
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
、
埴
輪
女
子

像
が
掛
け
て
い
る
「
襲
」
と
、
子
良
が
実
際
に
着
装
し
て
い
た
、「
押
比
」

は
名
称
こ
そ
同
一
で
あ
る
が
、
形
状
は
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
止
由
気
宮
儀
式
帳
』「
大
物
忌
、
无
位
神
主
岡
成
女
」
条
に
、「
天
押

比
蒙
弖
」（

（（
（

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
蒙
」
の
表
記
に
注
目
し
た
い
。

　
「
蒙
」
は
動
詞
「
か
う
ぶ
る
」
で
あ
る
。『
古
語
大
辞
典
』（
中
村
幸
彦　

岡
見
正
雄　

阪
倉
篤
善
編
・
昭
和
五
十
七
年
）
に
よ
れ
ば
、「
頭
に
載
せ

た
り
、
頭
か
ら
下
の
全
身
を
覆
っ
た
り
す
る
。」
と
あ
る
。
押
比
を
頭
か

ら
被
る
姿
を
表
現
す
べ
く
、『
止
由
気
宮
儀
式
帳
』
で
は
、「
蒙
」
と
記
し

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

か
つ
て
は
肩
か
ら
掛
け
る
形
状
で
あ
ろ
う
「
襲
」
は
、
頭
か
ら
か
ぶ
る

形
状
に
変
遷
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
子
良
の
押
比
は

『
古
事
記
伝
』
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
よ
う
に
、
頭
か
ら
被
る
形
状
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

鈴
木
正
子
氏
は
、
孫
副
弘
孚
著
『
皇
大
神
宮
年
中
行
事
當
時
勤
行
次
第

私
註
』（
明
治
二
十
四
年
・
一
八
九
一
）
の
頭
註
に
、
江
戸
期
の
内
宮
の

子
良
は
「
白
練
ノ
衣
」
を
着
装
し
て
い
た
事
が
記
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い

て
、
淤オ

須ス

比ヒ

の
遺
制
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
と
述
べ
て
い
る（

（（
（

が
、
そ
の
後
の

子
良
の
押
比
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

子
良
の
装
束
に
お
い
て
も
、
延
暦
期
の
子
良
の
明キ
ヨ

衣ギ
ヌ

を
基
に
、『
延
喜

式
』
の
年
代
以
降
に
お
い
て
装
束
が
変
遷
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

が
、
最
終
的
に
現
代
の
「
衵
・
袴
」
に
至
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
を
検
討

し
て
み
た
い
。
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三
・『
建
久
元
年
内
宮
遷
宮
記
』
に
見
ら
れ
る

　
　

子
良
の
装
束
に
つ
い
て

　

前
節
で
は
、『
延
暦
儀
式
帳
』
に
記
さ
れ
た
明キ
ヨ

衣ギ
ヌ

を
子
良
た
ち
は
着
装

し
て
奉
仕
を
行
っ
て
い
た
事
に
つ
い
て
論
じ
た
。

　
『
延
暦
儀
式
帳
』
に
記
さ
れ
た
「
明キ
ヨ

衣ギ
ヌ

」
と
思
わ
れ
る
装
束
は
『
延
喜

式
』
が
記
さ
れ
た
年
代
ご
ろ
で
は
着
装
が
確
認
出
来
た
が
、
そ
れ
以
降
に

お
い
て
の
子
良
の
神
事
に
お
け
る
装
束
に
つ
い
て
、
管
見
で
は
平
安
末
期

の
『
建
久
元
年
内
宮
遷
宮
記
（
文
治
三
年
記
）』（
著
者
不
詳
、
以
降
同
史

料
を
『
建
久
遷
宮
記
』
と
記
す
）
ま
で
、
詳
細
が
記
さ
れ
て
い
る
史
料
は

見
当
た
ら
な
い
。『
延
喜
式
』
の
年
代
か
ら
の
約
二
百
年
間
に
お
け
る
、

子
良
の
装
束
の
着
装
例
は
推
測
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。（

（（
（

　

　
『
建
久
遷
宮
記
』
文
治
五
年
（
一
一
八
九
）
八
月
二
十
三
日
条
に
、
遷

宮
に
携
わ
る
子
良
た
ち
の
装
束
と
し
て
、

大
物
忌
子
料
、
褂
紅
裱
長
裳
唐
衣
等
、
自
餘
料
、
袙
白
生
裳
、
宮
守

子
料
、
狩
衣
裱
、

（『
神
宮
遷
宮
記
』
巻
一
・
昭
和
五
年
・
六
頁
）

と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
『
延
暦
儀
式
帳
』
に
お
け
る
子
良
の
「
明
衣
」
と
し
て
着
装
さ
れ
て
い

た
、「
女
衣
」
や
「
裙
・
裳
」
は
、『
延
喜
式
』
の
年
代
以
降
に
、「
袿
」

や
「
裳
・
袴
」（

（（
（

に
変
遷
し
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

　

な
お
、
こ
の
八
月
二
十
三
日
条
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
川
原
松
聲
氏
に

よ
っ
て
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
に
著
さ
れ
た
『
神
都
年
表
』
に
神
宮
の

記
録
の
一
例
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

（
遷
宮
記
）
○
八
月
造
宮
所
子
良
大
物
忌
子
料
袙
唐
衣
裳
紅
袴
自
余

袙
白
生
裳
宮
守
物
忌
子
料
狩
衣
袴
母
良
料
生
衣
黄
裳
等
及
懸
帯
扇
等

皆
具
ヲ
宮
廰
ニ
贈
ル

（
川
原
松
聲
『
神
都
年
表
』・
大
正
九
年
）

と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
『
神
都
年
表
』
の
記
録
を
基
に
、
鈴
木
正
子
氏
は
子
良
の
装
束
に

つ
い
て
、
平
安
期
の
童
女
の
日
常
服
で
あ
る
、「
衵
」
へ
と
変
遷
し
て

い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。（

（（
（

　

　

し
か
し
、
子
ど
も
の
「
衵
」
の
形
状
は
、
江
馬
務
氏
が
「
袿
と
同
一
の

小
型
の
も
の
」（

（（
（

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
子
ど
も
用
の
「
衵
」
は
、
小
さ

く
誂
え
た
袿
の
事
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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『
有
識
故
実
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、「
袿
」
は
装
束
の
下
着
の
総
称
で
あ

る
と
い
う
。『
延
暦
儀
式
帳
』
に
記
さ
れ
て
い
る
「
女
衣
」
が
、『
儀
式
』

に
記
さ
れ
て
い
る
御
巫
猿
女
の
装
束
の
構
成
の
一
つ
で
あ
る
下
衣
の
「
汗

衫
」
と
同
類
で
あ
っ
た
場
合
、「
女
衣
」
は
そ
の
変
遷
上
に
お
い
て
、

「
袿
」
と
同
類
の
衣
服
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。（

（（
（

　

　

と
こ
ろ
で
『
建
久
遷
宮
記
』
に
は
子
良
の
装
束
と
し
て
、
三
種
類
の
装

束
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

一
、
大
物
忌
の
子
良
（
童
女
）「
褂
紅
裱
長
裳
唐
衣
等
」

　
　

二
、
自
餘
の
子
良
（
童
女
）「
袙
白
生
裳
」

　
　

三
、
宮
守
の
子
良
（
童
男
）「
狩
衣
裱
」

　

ま
ず
、
大
物
忌
の
子
良
の
「
裱
」、「
裳
」
に
つ
い
て
検
証
し
て
み
た

い
。

　
『
建
久
遷
宮
記
』
に
お
い
て
、
大
物
忌
の
子
良
と
、
宮
守
の
子
良
の
皆

具
に
「
裱
」
と
記
さ
れ
て
い
る
衣
服
で
あ
る
が
、「
裱
」
そ
の
も
の
の
漢

字
の
意
味
は
、『
大
漢
和
辞
典　

巻
十
』（
諸
橋
轍
次
編
・
大
修
館
書
店
・

昭
和
六
十
年
）
に
よ
れ
ば
「
領
巾
」
で
あ
る
。

　

し
か
し
、『
建
久
遷
宮
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
「
裱
」
に
つ
い
て
、『
神

都
年
表
』
で
は
「
袴
」
と
記
し
て
い
る
。
更
に
、『
建
久
遷
宮
記
』
で
は

宮
守
物
忌
（
童
男
）
の
装
束
と
し
て
、「
狩
衣
裱
」
と
記
し
て
お
り
、
狩

衣
の
皆
具
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、『
建
久
遷
宮
記
』
に
「
裱
」
と

記
さ
れ
て
い
る
衣
服
は
「
袴
」
で
あ
ろ
う
。

　

当
該
史
料
に
記
さ
れ
て
い
る
「
紅
裱
長
」
と
は
、
色
を
示
す
「
紅
」

に
、
分
註
で
長
さ
を
示
し
て
い
る
「
長
」
と
あ
る
事
か
ら
、「
紅
色
の
長

袴
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
長
袴
」
に
つ
い
て
江
馬
務
氏
は
、
足
を
見
せ
な
い
為
に
発
達
し
た
物

で
あ
り
、
年
代
を
経
る
ご
と
に
袴
の
形
は
切
袴
か
ら
延
長
し
て
い
っ
た
も

の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る（

（（
（

が
、
神
事
に
奉
仕
す
る
子
良
が
長
袴
を
着
け
て

い
た
の
は
、「
裳
」
と
の
組
み
合
わ
せ
に
あ
る
事
が
関
係
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　
「
裳
」
で
あ
る
が
、
そ
の
形
状
は
平
安
末
期
に
は
、
引
裳
と
な
っ
て
い

る（
（（
（

か
ら
、『
延
暦
儀
式
帳
』
に
記
さ
れ
て
い
た
「
明
衣
」
と
し
て
の

「
裙
・
裳
」
は
、
平
安
末
期
に
は
「
紅
色
の
長
袴
」
や
「
引
裳
」
に
変
遷

し
、
鎌
倉
期
以
降
も
受
け
継
が
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
検
証
よ
り
、
平
安
末
期
に
お
け
る
大
物
忌
の
子
良
の
装
束
は

「
袿
・
紅
色
の
長
袴
・
引
裳
・
唐
衣
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
皆

具
は
、
女
房
装
束
と
の
関
わ
り
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
模
様
な
ど
の
詳
細

は
不
明
で
あ
る
が
、
大
物
忌
の
子
良
は
奉
仕
者
と
し
て
の
立
場
を
示
す
為

に
、
女
房
装
束
を
着
装
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
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次
に
、
自
餘
の
子
良
が
着
装
し
て
い
た
、「
袙
白
生
裳
」
で
あ
る
が
、

自
餘
の
子
良
の
装
束
同
様
に
「
衵
」
と
「
裳
」
が
主
体
と
な
り
構
成
さ
れ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
装
束
が
、『
神
祇
官
年
中
行
事
』（
著
者
不
明
・
鎌
倉

時
代
）「
注
進　

褰
帳
女
王
用
途
事
」
条
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
よ
れ
ば
、

一
雑
仕
二
人
裝
束
一
色
。

衵
單
重
二
領
。
料
糸
二
疋

二
兩
。　

帷
二
。
料
薄
布

五
丈
。

裳
二
。
料
絹
一

疋
。　

扇
二
本
。

（『
群
書
類
従
・
第
六
輯　

律
令
部
公
事
部
』・
続
群
書
類
従
完
成
会

昭
和
五
十
五
年
・
六
二
三
頁
）

と
あ
る
。
こ
の
構
成
で
注
目
し
た
い
の
は
「
裳
」
の
大
き
さ
で
あ
る
。

　

同
史
料
の
同
条
に
、
下
仕
の
女
官
が
着
装
し
て
い
た
「
裳
」
の
材
料
に

つ
い
て
記
述
が
あ
り
、
絹
三
疋
と
あ
る
。（

（（
（

と
こ
ろ
が
、
雑
仕
の
女
官
に
お

け
る
裳
の
材
料
は
絹
一
疋
で
あ
り
、
材
料
が
三
分
の
一
と
な
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
雑
仕
の
「
裳
」
は
、
そ
の
他
の
女
官
の
裳
と
比
べ
て
、
と
て

も
小
さ
く
誂
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

更
に
、
雑
仕
の
装
束
構
成
に
は
袴
の
記
述
が
無
い
事
か
ら
、
袴
の
役
目

も
担
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

引
腰
の
裳
よ
り
相
当
小
さ
く
、
な
お
か
つ
袴
の
要
素
が
あ
る
装
束
を
検

討
し
て
み
る
と
、「
裳
袴
」
が
用
い
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　
「
裳
袴
」
は
、
平
安
期
に
お
い
て
は
身
分
の
低
い
者
の
装
束
で
あ
っ
た

が
、
奥
野
高
廣
氏
に
よ
れ
ば
戦
国
時
代
に
は
上
流
社
会
で
も
着
装
が
な
さ

れ
て
い
た
衣
服
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。（

（（
（

　

　
『
建
久
遷
宮
記
』
が
記
さ
れ
た
平
安
末
期
に
至
る
ま
で
に
、「
裳
袴
」
は

神
事
に
用
い
る
事
が
可
能
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

自
餘
の
子
良
の
装
束
は
「
裳
袴
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、

こ
の
装
束
が
用
い
ら
れ
始
め
た
年
代
は
不
明
で
あ
る
。

　

な
お
、『
延
暦
儀
式
帳
』
に
記
さ
れ
て
い
た
、
外
宮
の
子
良
が
着
装
し

て
い
た
押オ
ス
ヒ比

に
つ
い
て
、『
建
久
遷
宮
記
』
に
お
い
て
は
、
押
比
が
変
遷

し
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
装
束
に
関
す
る
記
述
の
発
見
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。

　

以
上
に
よ
り
、『
延
暦
儀
式
帳
』
で
は
子
良
が
「
明
衣
」
と
し
て
着
装

し
て
い
た
「
女
衣
」
や
「
裙
・
裳
」
は
、
平
安
末
期
に
は
、「
女
房
装
束

と
思
わ
れ
る
衣
服
と
し
て
の
裳
・
唐
衣
」、「
裳
袴
」
の
二
種
類
の
装
束
に

分
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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四
・『
元
享
三
年
内
宮
遷
宮
記
』
に
見
ら
れ
る

　
　

子
良
の
装
束
に
つ
い
て

　

鎌
倉
期
最
後
の
遷
宮
に
お
け
る
記
録
を
記
し
た
『
元
享
三
年
内
宮
遷
宮

記
（
假
字
本
）』（
著
者
不
明
、
元
享
三
年
は
一
三
二
三
年
。
以
降
、
同
史

料
を
『
元
享
遷
宮
記
』
と
記
す
）
に
は
、

　

一
大
ゐ
こ
か
ふ
ん
、
あ
こ
め
、
か
ら
き
ぬ
、
…
註
省
略
…
く
れ
な
い

の
つ
い
た
て
は
か
ま
、
あ
ふ
き
、
う
ら
な
し
、（
一
三
七
頁
）

一
中
お
い
こ
、
小
お
い
こ
、
大
つ
く
、
中
つ
く
、
…
註
省
略
…
し
ろ

き
裳
、
ひ
と
ゑ
の
あ
こ
め
、
か
け
を
ひ
、
あ
ふ
き
、
う
ら
な
し
（
一

三
八
頁
）

※
『
神
宮
遷
宮
記
』
巻
三
・
昭
和
七
年
に
よ
る
。
引
用
元
頁
を
各
項

の
最
後
尾
に
記
し
、
仮
字
表
記
は
必
要
に
応
じ
て
改
め
た
。

と
記
さ
れ
、
子
良
は
「
衵
・
唐
衣
・
袴
」、
ま
た
は
「
裳
・
衵
・
懸
帯
」

を
着
装
し
て
い
た
事
が
窺
え
る
。

　
「
大
ゐ
こ
」
や
「
中
お
い
こ
」
と
は
、
臨
時
の
子
良
の
こ
と
で
あ
り
、

大
物
忌
や
、
地
祭
の
子
良
で
は
無
い（

（（
（

が
、『
元
享
遷
宮
記
』
は
子
良
の
装

束
の
着
装
例
と
し
て
扱
う
事
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

平
安
末
期
と
鎌
倉
末
期
の
装
束
の
変
遷
を
検
証
す
る
為
に
、『
建
久
遷

宮
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
大
物
忌
の
子
良
の
装
束
「
袿
・
紅
色
の
長
袴
・

裳
・
唐
衣
」
と
、『
元
享
遷
宮
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
「
衵
・
唐
衣
・
袴
」

を
比
較
す
る
と
、「
袴
」
に
つ
い
て
は
形
状
が
不
明
で
あ
る
が
、
元
享
の

頃
に
お
い
て
も
着
装
し
て
い
た
こ
と
、「
裳
」
に
つ
い
て
は
建
久
の
頃
で

は
「
唐
衣
」
と
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
た
が
、
元
享
の
頃
ま
で
に
「
裳
」
の

着
装
は
廃
れ
、「
唐
衣
」
の
み
残
っ
た
こ
と
な
ど
が
窺
え
る
。

　

そ
の
「
唐
衣
」
に
つ
い
て
は
、
女
房
装
束
の
皆
具
の
一
つ
と
さ
れ
て
い

る
が
、
室
町
期
の
宮
中
に
お
け
る
采
女
装
束
の
「

」
の
存
在
に
着
目
し

て
み
た
い
。

　

江
馬
務
氏
は
、
室
町
中
期
の
采
女
装
束（

（（
（

の
皆
具
に
つ
い
て
を
、「
掛
衣
、

絵
衣
、
単
衣
、
打
袴
」
で
あ
る
と
し
、「
掛
衣
」
に
「
飛
蝶
」
の
胡
粉
絵

が
描
か
れ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。（

（（
（

こ
れ
は
、
摺
絵
の
一
種
で
あ
る
が
、

川
出
清
彦
氏
は
こ
の
摺
衣
を
室
町
期
に
は
「
チ
ハ
ヤ
」
と
呼
ぶ
と
述
べ
、

唐
衣
と
も
称
す
る
と
説
明
し
て
い
る
。（

（（
（

　

　

し
た
が
っ
て
、『
元
享
遷
宮
記
』
に
記
述
さ
れ
て
い
る
「
唐
衣
」
は
、

裳
の
着
装
が
廃
れ
た
事
よ
り
、
平
安
期
に
女
房
装
束
の
皆
具
と
し
て
着
装
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さ
れ
て
い
た
唐
衣
、
あ
る
い
は
『
建
久
遷
宮
記
』
が
記
さ
れ
た
当
時
の
子

良
が
着
装
し
て
い
た
唐
衣
と
は
異
な
る
種
類
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
『
元
享
遷
宮
記
』
に
記
さ
れ
た
二
種
類
の
子
良
に
お
け
る
装
束
の
う
ち
、

「
大
ゐ
こ
」
の
方
は
「
衵
、
唐
衣
、
袴
」
で
あ
る
。
采
女
装
束
は
「
掛
衣
、

絵
衣
、
単
衣
、
打
袴
」
で
あ
り
、
子
良
の
「
衵
」・「
唐
衣
」・「
袴
」
は
、

そ
れ
ぞ
れ
采
女
の
「
単
衣
」・「
掛
衣
な
ら
び
に
絵
衣
」・「
打
袴
」
と
し
て

類
似
性
が
指
摘
で
き
る
。
子
良
の
一
部
は
采
女
装
束
に
見
ら
れ
る
「
掛
衣

な
ら
び
に
絵
衣
」
の
よ
う
な
「

」
を
、「
唐
衣
」
と
し
て
着
装
し
て
い

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

も
う
一
方
の
「
中
お
い
こ
」
以
下
の
子
良
に
お
け
る
装
束
の
構
成
は
、

「
裳
、
衵
、
懸
帯
」
で
あ
る
。
こ
の
構
成
は
、『
建
久
遷
宮
記
』
に
記
さ
れ

て
い
る
「
袙
白
生
裳
」
と
比
較
し
た
場
合
、「
衵
・
裳
」
の
構
成
よ
り
同

一
の
装
束
で
あ
る
と
思
わ
れ
、『
建
久
遷
宮
記
』
と
同
様
に
「
裳
袴
」
姿

と
し
て
引
き
続
き
着
装
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

更
に
「
懸
帯
」
を
着
け
て
い
た
事
が
確
認
で
き
る
。

　
「
懸
帯
」
は
、
楢
﨑
久
美
子
氏
に
よ
れ
ば
、
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代

に
か
け
て
、
神
仏
の
教
え
や
加
護
を
受
け
る
た
め
に
、
斎
戒
中
で
あ
る
事

を
示
す
為
に
着
用
し
た
と
述
べ
て
い
る
。（

（（
（

子
良
は
神
事
奉
仕
者
と
し
て
、

斎
戒
が
求
め
ら
れ
る
立
場
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
清
浄
さ
を
示
す
べ
く
懸
帯

を
着
装
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
検
証
よ
り
、
鎌
倉
末
期
に
お
け
る
子
良
の
装
束
は
、「
裳
（
た

だ
し
、
鎌
倉
末
期
に
は
廃
れ
て
い
た
）」
と
「
唐
衣
」
を
組
み
合
わ
せ
た

装
束
と
、「
裳
袴
」
姿
の
二
種
類
が
童
女
の
装
束
と
し
て
存
在
し
て
い
た

と
言
え
よ
う
。

五
・
む
す
び

　

こ
こ
で
、
そ
の
後
の
子
良
の
装
束
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

室
町
中
期
に
応
仁
の
乱
（
応
仁
元
年
・
一
四
六
七
）
が
発
生
し
、
国
内

情
勢
は
大
き
く
乱
れ
た
。

　
『
内
宮
子
良
舘
日
記
』
明
応
六
年
十
二
月
二
十
三
日
・
明
応
七
年
正
月

十
八
日
の
記
録
と
し
て
、

一
明
應
六
年
巳丁
十
二
月
廿
三
日
大
子
良
下
給
フ
、
仍
翌
年
正
月
十
八

日
ニ
子
良
放
ス
ル
…
中
略
…
ア
コ
メ
一
、
帷
一
、
帯
一
ス
チ
、
櫛
・

鏡
料
足
三
百
文
以
上
、

（『
二
宮
叢
典　

前
編
』
増
補
大
神
宮
叢
書
二
十
・
平
成
二
十
五
年
・

九
四
五
頁
）

と
あ
る
。
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『
内
宮
子
良
舘
日
記
』
に
は
、『
元
享
遷
宮
記
』
の
記
述
に
見
ら
れ
る
、

「
裳
」、「
唐
衣
」
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。
明
応
期
に
は
既
に
廃
れ
て
い

た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
、
同
年
代
の
子
良
の
装
束
は
「
衵
」
を
中
心
と
し

た
構
成
で
あ
っ
た
事
が
窺
え
る
。

　

明
応
期
の
子
良
の
「
衵
」
は
、『
建
久
遷
宮
記
』
や
『
元
享
遷
宮
記
』

に
見
ら
れ
る
唐
衣
と
組
み
合
わ
さ
れ
下
衣
と
し
て
着
装
さ
れ
て
い
た
袿
の

形
の
装
束
が
、
明
応
期
ま
で
に
は
上
衣
と
し
て
着
装
さ
れ
た
と
思
わ
れ

る
。

　

神
宮
に
お
け
る
応
仁
の
乱
の
影
響
は
甚
大
で
あ
っ
た
。
そ
の
最
た
る
も

の
と
し
て
、
長
期
間
に
渡
る
遷
宮
の
中
断
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。（

（（
（

中
断
期
間

中
に
内
宮
で
は
仮
殿
へ
の
遷
宮
が
明
応
期
に
斎
行
さ
れ
た
が
、
神
宮
の
経

済
状
況
は
非
常
に
疲
弊
し
て
い
た
事
が
窺
え
る
。（

（（
（

　

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
子
良
の
装
束
は
、『
元
享
遷
宮
記
』
に
見
ら
れ

る
唐
衣
な
ど
を
省
き
、
よ
り
縫
製
段
階
に
お
い
て
材
料
が
節
約
で
き
る
と

思
わ
れ
る
、「
衵
」
を
中
心
に
し
た
装
束
へ
変
化
し
た
と
思
わ
れ
る
。（

（（
（

　

　
『
内
宮
子
良
舘
日
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
明
応
期
に
お
い
て
は
、「
袴
」

の
着
装
に
関
し
て
の
記
述
が
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、『
元
享
遷
宮
記
』

ま
で
は
「
袴
」
の
着
装
が
確
認
出
来
る
事
、
更
に
明
応
期
よ
り
後
代
の
遷

宮
の
記
録
で
あ
る
、『
寛
永
外
宮
正
遷
宮
子
良
舘
記
』（
寛
永
六
年
・
一
六

二
九
）
寛
永
六
年
十
月
三
日
条
に
、

一
練
衵
括
袴　

子
良
装
束
料

（『
神
宮
遷
宮
記
』
巻
四
・
昭
和
七
年
・
七
〇
六
頁
）

と
記
さ
れ
、「
袴
」
が
着
装
さ
れ
て
い
た
事
が
確
認
出
来
る
事
に
よ
り
、

明
応
期
に
お
い
て
も
「
袴
」
は
着
装
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

江
戸
期
に
は
子
良
の
装
束
に
つ
い
て
、
更
に
細
か
い
皆
具
が
記
さ
れ
て

い
る
史
料
が
存
在
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
松
木
智
彦
編
『
宝
永
六
年
外
宮
遷
宮
記
』（
享
保
八
年
・
一

七
二
三
。
宝
永
六
年
は
、
一
七
〇
九
）
に
は
、

大
物
忌
ノ
子 

著
二

清
冠
・
袙
緋

袴
一

持
二

檜
扇
一

（『
神
宮
遷
宮
記
』
巻
六
・
平
成
七
年
・
六
十
四
頁
）

と
記
さ
れ
、
衵
以
外
の
皆
具
が
『
神
宮
遷
宮
記
』
に
お
い
て
初
め
て
記
さ

れ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
内
宮
の
遷
宮
に
お
け
る
、
子
良
が
着
装
し
て
い
た
装
束
の
記

録
も
存
在
し
て
い
る
。『
嘉
永
二
年
内
宮
遷
宮
諸
行
事
』（
編
者
、
成
立
年

不
詳
。
嘉
永
二
年
は
、
一
八
四
九
）
に
は
、
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大
物
忌
子
良 

袙
、
木
綿

鬘
、
襁　

（『
神
宮
遷
宮
記
』
巻
六
・
七
五
六
頁
）

と
記
さ
れ
て
い
る
。
現
代
の
式
年
遷
宮
に
用
い
ら
れ
て
い
る
、
物
忌
の
童

女
に
お
け
る
装
束
の
皆
具
と
同
様
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
子
良
の
装
束
は

江
戸
期
に
大
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）
五
月
一
日
に
江
戸
幕
府
に
よ
っ
て
発
布
さ

れ
た
、
神
宮
に
お
け
る
位
階
装
束
に
関
す
る
法
度
六
箇
条
に
、

一
有
位
無
位
之
輩
之
裝
束
、
彌
守
二

古
法
、一
不
レ

可
レ

用
二

新
儀
一

事
、

（『
徳
川
禁
令
考　

前
集
第
五
』・
法
制
史
学
会
編　

石
井
良
助
校
訂
・

創
文
社
・
昭
和
三
十
四
年
・
三
頁
）

と
記
さ
れ
て
お
り
、
神
宮
で
は
諸
員
の
装
束
の
変
更
を
行
う
事
が
不
可
能

に
な
っ
た
事
が
分
か
る
。（

（（
（

　

　

法
度
発
布
時
点
で
着
装
し
て
い
た
「
衵
」
が
子
良
の
装
束
と
し
て
固
定

化
さ
れ
、
外
宮
の
子
良
に
お
け
る
装
束
の
記
録
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
清

冠
な
ど
の
皆
具
が
定
ま
り
、
明
治
四
年
七
月
の
神
宮
御
改
正
ま
で
用
い
ら

れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

子
良
の
装
束
は
変
遷
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
お
け
る
衣
服
の

要
素
を
巧
み
に
取
り
入
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
延
暦
儀
式
帳
』
に
記
さ
れ
て
い
る
、
古
代
の
子
良
の
装
束
で
あ
る

「
明
衣
」
が
基
本
と
な
り
、
平
安
末
期
の
頃
で
は
『
建
久
遷
宮
記
』
に
記

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
子
良
の
装
束
は
「
袿
・
紅
色
の
長
袴
・
引
裳
・
唐

衣
」
の
構
成
に
よ
る
も
の
と
、「
裳
袴
」
姿
に
変
遷
し
た
。『
建
久
遷
宮

記
』
の
年
代
で
は
、
女
房
装
束
の
「
唐
衣
」
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。

　

鎌
倉
末
期
の
頃
ま
で
に
「
引
裳
」
は
廃
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、『
元

享
遷
宮
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
子
良
の
装
束
は
、「
衵
・

と
推
測
さ
れ

る
唐
衣
・
袴
」
の
構
成
に
よ
る
も
の
と
、「
裳
袴
」
姿
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
采
女
装
束
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、「

」
を
唐
衣
と
し
て
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

室
町
期
に
入
り
、
応
仁
の
乱
を
経
た
明
応
期
の
頃
に
お
い
て
は
「
唐

衣
」
の
着
装
は
確
認
出
来
な
い
が
、
そ
れ
ま
で
下
衣
で
あ
っ
た
「
衵
」
が

上
衣
と
し
て
子
良
が
着
装
し
て
い
た
事
が
『
内
宮
子
良
舘
日
記
』
に
て
確

認
出
来
る
。

　

江
戸
期
に
入
り
、『
寛
永
外
宮
正
遷
宮
子
良
舘
記
』
よ
り
、
子
良
の
装

束
は
「
衵
・
袴
」
で
あ
る
こ
と
が
確
認
出
来
る
。

　

一
連
の
変
遷
に
お
い
て
、
極
端
に
他
の
装
束
に
変
化
す
る
事
は
無
く
、

『
延
暦
儀
式
帳
』
に
記
さ
れ
た
「
明キ
ヨ

衣ギ
ヌ

」
の
要
素
は
保
持
し
て
い
た
と
思
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わ
れ
る
。

　

例
え
ば
、『
延
暦
儀
式
帳
』
に
記
さ
れ
て
い
る
、
子
良
の
装
束
で
あ
る

「
明
衣
」
の
「
女
衣
」
は
、
平
安
末
期
の
『
建
久
遷
宮
記
』
に
記
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、「
袿
」
や
小
さ
く
誂
え
ら
れ
た
袿
の
形
を
し
た
衣
で
あ
る

「
衵
」
に
繋
が
り
、
こ
れ
ら
の
衣
が
『
延
暦
儀
式
帳
』
に
記
さ
れ
て
い
る
、

子
良
の
「
明
衣
」
の
「
裳
」
が
変
遷
し
た
で
あ
ろ
う
「
引
裳
」
や
「
袴
」

と
組
み
合
わ
さ
れ
、
後
代
の
装
束
と
し
て
子
良
が
着
装
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、『
延
暦
儀
式
帳
』
に
記
さ
れ
た
子
良
の
「
明キ
ヨ

衣ギ
ヌ

」
が
基

軸
と
な
り
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
七
月
の
神
宮
御
改
正
に
お
い
て
職

掌
と
し
て
の
子
良
が
廃
止
に
な
る
ま
で
着
装
さ
れ
続
け
、
そ
し
て
、
現
代

の
式
年
遷
宮
に
お
け
る
物
忌
の
童
女
の
装
束
と
し
て
繋
が
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

今
回
の
検
証
に
お
い
て
は
、『
建
久
遷
宮
記
』
に
記
さ
れ
た
大
物
忌
の

子
良
の
装
束
の
み
、
神
事
服
と
し
て
の
要
素
が
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
『
延
暦
儀
式
帳
』
で
は
外
宮
の
大
物
忌
の
子
良
が
「
押
比
」
を
被
り
、

『
元
享
遷
宮
記
』
で
は
大
ゐ
こ
は
采
女
装
束
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
「

」

を
着
装
し
て
い
た
可
能
性
が
窺
え
た
。
こ
れ
ら
の
「
押
比
」、「

」
の
関

連
性
は
不
明
で
あ
る
が
、
神
事
服
と
し
て
の
要
素
と
し
て
繋
が
り
が
あ
る

と
仮
定
し
た
場
合
、
両
史
料
の
中
間
で
記
さ
れ
た
『
建
久
遷
宮
記
』
に
お

い
て
も
、
神
事
服
の
要
素
が
含
ま
れ
る
装
束
を
更
に
着
装
し
て
い
た
可
能

性
が
指
摘
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
更
に
服
飾
史
、
神
宮
史
、
有

職
故
実
な
ど
の
視
点
を
加
え
、
多
角
的
に
検
証
す
る
必
要
性
が
あ
る
。
今

後
の
課
題
と
し
た
い
。

註（
１
）	

鈴
木
正
子
「
神
宮
年
中
行
事
に
み
る
神
官
装
束
」（『
神
道
学
』
第
一
四
四
号
・
神

道
学
会
編
・
平
成
二
年
）

（
２
）	『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』、『
止
由
気
宮
儀
式
帳
』
は
延
暦
二
十
三
年
に
神
宮
側
よ
り

神
祇
官
に
提
出
さ
れ
た
解
文
で
あ
る
。
神
宮
に
関
す
る
史
料
で
は
最
古
で
あ
り
、

両
儀
式
帳
を
合
わ
せ
て
『
延
暦
儀
式
帳
』
と
も
呼
ぶ
。

（
３
）	『
神
道
大
系　

古
典
編
十
一
』・
神
道
大
系
編
纂
会
編
・
平
成
三
年

（
４
）	

中
川
経
雅
『
太
神
宮
儀
式
解
』（『
太
神
宮
叢
書　

第
二
』・
昭
和
十
年
・
二
六
二

頁
）

（
５
）	

川
出
清
彦
『
神
社
有
職
』（
川
出
清
彦
先
生
喜
寿
祝
賀
刊
行
会
・
昭
和
五
十
四
年
・

二
四
六
頁
）

（
６
）	『
古
事
類
苑　

服
飾
部
』
所
引
・
九
八
三
頁

（
７
）	『
有
識
故
実
大
辞
典
』（
鈴
木
敬
三
編
・
平
成
七
年
・
六
七
〇
頁
）

	

『
有
識
故
実
大
辞
典
』「
裳
」
の
項
目
で
は
更
に
、
史
料
に
お
け
る
例
と
し
て
、『
和

名
類
聚
抄
』
に
は
「
上
裙
・
下
裳
」
と
別
れ
る
と
記
さ
れ
、『
以
呂
波
字
類
抄
』

で
は
「
裳
」、「
裙
」、
両
者
共
に
同
一
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
旨
が
説
明
さ
れ

て
い
る
。
鈴
木
敬
三
執
筆
項
目
。

（
８
）	『
延
喜
践
祚
大
嘗
祭
式
』
に
は
、
郡
の
大
領
な
い
し
少
領
の
子
女
で
、
な
お
か
つ

未
婚
の
者
か
ら
卜
定
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
９
）	
前
掲　
『
有
識
故
実
大
辞
典
』・
鈴
木
敬
三
編
・
六
七
〇
頁　

鈴
木
敬
三
執
筆
項



神宮の子良の童女における装束の変遷— 95 —

目
。

（
10
）	

前
掲　
『
神
道
大
系　

古
典
編
十
一
』

	

座
摩
御
巫
は
、『
延
喜
臨
時
祭
式
』「
座
摩
」
条
の
記
述
よ
り
、
国
造
の
子
女
で
七

歳
以
上
、
結
婚
適
齢
期
前
の
童
女
が
務
め
て
い
た
と
理
解
出
来
る
。
子
良
の
年
齢

と
重
な
る
事
よ
り
、
同
年
代
の
童
女
が
裳
を
着
装
し
て
い
た
例
と
し
て
扱
え
る
と

思
わ
れ
る
。

（
11
）	

増
田
美
子
『
日
本
衣
服
史
』（
吉
川
弘
文
館
・
平
成
二
十
二
年
・
三
十
五
頁
）

（
12
）	

森
田
悌
「
ヒ
レ
と
オ
ス
イ
」（『
藝
林
』
第
五
十
六
巻
第
二
号
・
芸
林
会
編
・
平
成

十
九
年
）

（
13
）	『
神
道
大
系　

神
宮
編
一
』（
神
道
大
系
編
纂
会
編
・
昭
和
五
十
四
年
）

（
14
）	

前
掲　

鈴
木
正
子
「
神
宮
年
中
行
事
に
み
る
神
官
装
束
」

（
15
）	

長
久
元
年
（
一
〇
四
〇
）
五
月
六
日
に
、
当
時
の
神
宮
の
斎
王
で
あ
っ
た
良
子
内

親
王
が
「
貝
合
せ
」
を
催
し
て
お
り
、
そ
の
様
子
が
『
斎
宮
良
子
内
親
王
貝
合
日

記
』（
著
者
不
明
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。
同
史
料
の
中
で
、
子
良
は
「
裳
・
唐
衣
」

を
着
装
し
て
い
た
事
が
分
か
る
が
、
形
状
は
不
明
で
あ
る
。

（
16
）	

中
川
経
雅
著
『
太
神
宮
儀
式
解
』
に
、「
袴
の
こ
と
を
裳
と
し
る
せ
し
歟
。」
と
説

明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
見
解
よ
り
、『
延
暦
儀
式
帳
』
に
記
さ
れ
た
「
明
衣
」
の

「
裳
」
は
平
安
期
の
引
腰
裳
だ
け
で
な
く
、
袴
に
も
変
遷
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
17
）	

前
掲　

鈴
木
正
子
「
神
宮
年
中
行
事
に
み
る
神
官
装
束
」

（
18
）	

江
馬
務
『
増
訂
日
本
服
飾
史
要
』（
昭
和
十
八
年
・
六
十
七
頁
）

（
19
）	

前
掲　
『
有
識
故
実
大
辞
典
』・
五
十
七
頁　

鈴
木
敬
三
執
筆
項
目
。

（
20
）	

江
馬
務
『
江
馬
務
著
作
集　

第
二
巻
』（
中
央
公
論
社
・
昭
和
五
十
一
年
・
七
十

八
頁
）

（
21
）	

増
田
美
子
氏
は
、『
落
窪
物
語
』
巻
一
に
記
さ
れ
て
い
る
、
姫
を
訪
れ
て
い
る
男

性
の
装
い
に
関
す
る
説
明
に
つ
い
て
検
証
を
行
い
、
十
世
紀
後
半
の
女
性
の
裳
は

既
に
引
裳
に
な
っ
て
い
た
事
が
理
解
出
来
る
と
述
べ
て
い
る
。（
前
掲　

増
田
美

子
『
日
本
衣
服
史
』・
一
一
四
頁
）

（
22
）	『
群
書
類
従
・
第
六
輯　

律
令
部
公
事
部
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
・
昭
和
五
十
五

年
・
六
二
三
頁
）

（
23
）	

奥
野
高
廣
『
戦
国
時
代
の
宮
廷
生
活
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
・
平
成
十
六
年
・

四
十
六
頁
）

（
24
）	

岩
間
宏
富
氏
は
、
平
安
期
以
降
に
行
わ
れ
た
子
良
の
人
員
削
減
に
よ
り
、
遷
宮
行

事
に
お
い
て
大
物
忌
の
子
良
に
お
け
る
奉
仕
が
繁
多
と
な
り
、
そ
の
対
応
と
し
て

臨
時
の
子
良
が
多
数
奉
仕
し
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
臨
時
の
子
良
た
ち
の

例
と
し
て
、『
元
享
遷
宮
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
「
大
ゐ
こ
」
た
ち
を
挙
げ
て
い

る
。（
岩
間
宏
富
「
中
世
に
お
け
る
神
宮
物
忌
の
活
動
に
つ
い
て
」・『
神
道
史
研

究
』
第
四
十
九
巻
三
号
・
平
成
十
三
年　

参
照
）

（
25
）	

現
代
の
賀
茂
祭
に
用
い
ら
れ
て
い
る
采
女
装
束
は
、
鳥
居
本
幸
代
氏
に
よ
れ
ば
後

土
御
門
天
皇
の
御
代
、
応
仁
の
乱
（
文
化
二
年
・
一
四
六
七
）
前
年
を
最
後
に
途

絶
え
て
い
た
大
嘗
祭
を
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
に
再
興
し
た
際
に
復
活
し
た

も
の
を
基
と
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
（
鳥
居
本
幸
代
「
采
女
の
装
束
」・『
京
都

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
女
子
大
学
研
究
紀
要
』
第
三
十
四
号
・
平
成
十
六
年
）。
応
仁
の

乱
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
の
宮
中
の
采
女
装
束
は
無
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
江

馬
務
氏
の
述
べ
る
室
町
中
期
の
采
女
装
束
は
、
応
仁
の
乱
よ
り
前
に
用
い
ら
れ
て

い
た
装
束
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

（
26
）	

前
掲　

江
馬
務
『
江
馬
務
著
作
集　

第
二
巻
』・
一
三
四
頁

（
27
）	

前
掲　

川
出
清
彦
『
神
社
有
職
』・
二
四
七
頁

（
28
）	

楢
﨑
久
美
子
「
神
託
を
受
け
た
女
性
の
服
飾
表
現
」（『
服
飾
文
化
学
会
会
誌
』
第

九
巻
第
一
号
・
平
成
二
十
一
年
）

（
29
）	
内
宮
に
お
い
て
は
寛
正
三
年
（
一
四
六
二
）～
天
正
十
三
（
一
五
八
五
）
年
の
間
、

外
宮
に
お
い
て
は
永
享
六
年
（
一
四
三
四
）
～
永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
の
間
、

遷
宮
が
中
断
さ
れ
た
。

（
30
）	

明
応
期
の
遷
宮
に
つ
い
て
、
中
西
正
幸
氏
に
よ
れ
ば
、
正
殿
朽
損
の
た
め
で
あ

り
、
遷
宮
に
か
か
る
諸
経
費
は
神
宮
自
体
に
よ
る
負
担
に
よ
り
許
可
の
勅
諚
を
賜
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り
挙
行
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。（
中
西
正
幸
『
伊
勢
の
遷
宮
』・
国
書
刊
行
会
・

平
成
三
年
・
一
三
二
頁
～
一
三
三
頁　

参
照
）

（
31
）	
荒
木
田
守
晨
著
『
明
応
六
年
内
宮
臨
時
仮
殿
遷
宮
記
』（
明
応
六
年
・
一
四
九
七
）

「
御
出
行
事
」
条
に
お
い
て
禰
宜
、
大
内
人
、
物
忌
父
な
ど
は
束
帯
な
ら
び
に
明

衣
を
着
装
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
従
来
の
装
束
と
変
化
が
無
い
こ
と
が
確
認

で
き
る
。

（
32
）	

同
日
に
「
御
遷
宮
御
造
営
御
条
目
」
が
幕
府
よ
り
神
宮
に
対
し
て
発
布
さ
れ
て
い

る
。


